
当
た
り
前
で
は
な
い
平
和

城
南
中　
髙
山 

芭
菜

　

 
　
私
は
広
島
平
和
記
念
資
料

館
を
訪
れ
る
前
ま
で
は
、
原
爆

投
下
の
表
面
し
か
知
ら
な
か
っ

た
が
、
退
館
し
た
時
に
は
胸
が

締
め
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
内
容
が

濃
い
も
の
で
し
た
。
た
っ
た
一つ

の
原
爆
が
大
切
な
人
、
平
和
を

奪
っ
た
の
で
す
。
ま
た
平
和
へ

の
誓
い
で
は
小
学
六
年
生
が
平

和
に
つ
い
て
発
言
を
し
て
い
て
、

私
は
言
葉
を
失
う
ほ
ど
胸
に
響

く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
平
和

は
、
手
を
加
え
な
が
ら
発
展
さ

せ
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

クローズアップクローズアップ

平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
る

令
和
７
年
度 

飯
山
市
中
学
生
平
和
学
習
派
遣
事
業
参
加
報
告

　

飯
山
市
中
学
生
平
和
学
習

派
遣
事
業
と
し
て
、
８
月
５
日

か
ら
６
日
ま
で
の
２
日
間
、
広

島
市
で
行
わ
れ
た
「
広
島
市
原

爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和

祈
念
式
」
に
、
市
内
中
学
生
10

名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
生
徒
に
、
見
聞
き
し
、
学
ん

だ
こ
と
に
つ
い
て
、
文
章
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
５
日
】

・
広
島
平
和
記
念
資
料
館
見
学

・
原
爆
の
子
の
像
に

千
羽
鶴
を
奉
納

（
写
真
①
）

・
原
爆
ド
ー
ム
見
学（
写
真
②
）

・
被
爆
体
験
伝
承
講
話（

写
真
③
）

【
６
日
】

・
慰
霊
式
、
祈
念
式
参
列

（
写
真
④
⑤
）

参
加
日
程

見
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
印
象
が
強

か
っ
た
の
は
パ
ネ
ル
に
書
か
れ

て
い
た
言
葉
で
す
。「
お
父
さ
ん
、

待
っ
て
…
」
な
ど
当
時
の
状
況

が
わ
か
る
こ
の
言
葉
で
、
と
て

も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。こ
ん
な
悲
し
い
過
去
が
あ
っ

た
こ
と
を
、
伝
え
つ
な
ぐ
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

も
っ
と
知
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

平
和
と
原
爆

城
南
中　
上
松 

柊
惺

　
広
島
平
和
学
習
に
行
き
、
今

ま
で
以
上
に
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
体
感
で
き
ま
し
た
。
広
島
平

和
記
念
資
料
館
で
は
、
曲
が
っ

て
し
ま
っ
た
三
輪
車
や
、
原
爆

が
落
ち
た
時
間
で
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
時
計
な
ど
、
教
科
書
で

平
和
を
繋
ぐ
た
め
に

必
要
な
こ
と

城
南
中　
佐
藤 

玄
成

　

広
島
平
和
学
習
を
通
し
て
、

僕
は
平
和
を
繋
い
で
い
く
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
る
、
平
和
へ
の
誓

い
で
小
学
生
の
二
人
が
伝
え
て

く
れ
た
こ
と
の
中
に
「
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
、
平
和
に
つ

い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
。」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
被
爆

者
の
方
々
か
ら
直
接
お
話
を
聞

け
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
平
和
を
繋
い
で
い
く

た
め
に
は
、
原
爆
や
戦
争
に
つ

い
て
一
人
一
人
が
関
心
を
持
ち
、

し
て
、
原
爆
の
悲
劇
を
次
の
世

代
へ
と
語
り
継
ぎ
、
風
化
さ
せ

な
い
使
命
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
八
十
年
間
続

け
て
き
た
平
和
を
当
た
り
前
と

思
わ
ず
、
小
さ
な
努
力
を
す
る

こ
と
で
平
和
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
先
も
、
広
島
の
街

で
お
こ
っ
た
出
来
事
に
対
す
る

気
持
ち
を
、
さ
ら
に
深
め
て
い

く
こ
と
で
、
初
め
て
本
当
の
平

和
が
達
成
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。

広
島
か
ら
得
た
も
の

城
南
中　
丹
沢 

桜
衣

　

広
島
平
和
学
習
を
通
し
て

私
は
、
資
料
館
を
見
学
し
た

り
、
平
和
式
典
に
参
加
し
た
り

平
和
を
つ
な
ぐ
こ
と
の

大
切
さ

城
南
中　
六
川 

翠
心

　

私
は
こ
の
広
島
平
和
学
習

で
、
私
の
中
の
曖
昧
で
あ
っ
た

戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
具
体
的

な
事
実
や
人
々
の
証
言
な
ど
を

通
し
て
、
現
実
で
身
近
な
出
来

事
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
、
そ
し
て
伝
え
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
資
料
館
を
出
た
後
に

ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
外
国
の
人

た
ち
の
姿
で
す
。
被
爆
を
経
験

し
て
い
な
い
国
の
人
も
関
心
を

も
っ
て
知
ろ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
一
人
一
人
の
意

識
や
行
動
で
、
今
の
平
和
は
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

て
し
ま
う
こ
と
、
生
き
残
っ
た

人
た
ち
も
、
深
い
心
の
傷
を
抱

え
な
が
ら
生
き
て
き
た
こ
と
を

感
じ
、「
戦
争
は
終
わ
っ
て
も
、

苦
し
み
は
終
わ
ら
な
い
」
と
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
を
二

度
と
繰
り
返
さ
な
い
未
来
を
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
創
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

想
い
や
り
の
【
わ
】

城
北
中　
小
坂 

彩
心

　

広
島
平
和
学
習
に
参
加
し

て
私
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て

深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
発
の
原
子
爆
弾
で
罪
の

な
い
多
く
の
人
々
が
命
を
落
と

し
、
傷
つ
き
、
家
族
や
友
人
を

失
っ
た
悲
惨
な
出
来
事
を
決
し

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
二
度
と
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
私
は

広
島
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
多

く
の
人
に
正
し
く
伝
え
、
日
常

の
中
に
で
き
る
小
さ
な
行
動
か

ら
平
和
を
広
め
て
い
き
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

戦
争
が
人
々
か
ら

奪
っ
た
も
の

城
北
中　
江
口 

瑚
々
音

　

広
島
平
和
学
習
を
通
し
て
、

戦
争
が
奪
う
も
の
は
命
だ
け
で

は
な
い
こ
と
、
家
族
と
の
絆
や

日
常
の
暮
ら
し
、
笑
顔
や
夢
、

そ
し
て
心
の
平
和
ま
で
も
奪
っ

私
た
ち
の
使
命

城
北
中　
水
橋 

凜

　

私
は
広
島
へ
行
き
、「
私
が

で
き
る
こ
と
」
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
当
時
の
写
真
な
ど
を
自

分
の
目
で
実
際
に
見
て
今
生
き

て
い
る
こ
と
は
す
ご
く
幸
せ
な

こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
平

和
祈
念
式
典
の
中
で
私
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ

ど
も
代
表
の
平
和
へ
の
誓
い
で

す
。
私
た
ち
に
は
次
の
世
代
へ

語
り
継
い
で
い
く
使
命
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
た

平
和
へ
の
誓
い
で
し
た
。
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
被
爆
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
の
時

代
に
戦
争
と
い
う
歴
史
を
語
り

継
ぐ
こ
と
で
す
。

過
去
を
知
り

未
来
へ
つ
な
げ
る

城
北
中　
倉
科 

世
梨

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
午
前

８
時
15
分
、
広
島
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
多
く
の
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
爆
心
地
近
く
は

凄
ま
じ
い
熱
や
爆
風
、
放
射
線

に
よ
り
多
く
の
人
が
重
い
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー
ム

を
実
際
に
見
た
こ
と
で
、
教
科

書
で
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
衝

撃
を
受
け
次
の
世
代
に
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に

は
何
が
で
き
る
の
か
。
平
和
が

続
く
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
。
家
族
や
友
達
に
、
ど
れ
だ

け
恐
ろ
し
い
出
来
事
な
の
か
伝

え
語
り
合
い
た
い
で
す
。

被
爆
者
か
ら受け

継
ぐ
思
い

城
北
中　
飯
塚 

心
愛

　

私
は
「
広
島
の
過
去
と
今
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
も
ち
、
広
島

を
訪
問
し
ま
し
た
。
学
校
の
平

和
学
習
や
社
会
の
授
業
で
得

た
知
識
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

実
際
に
広
島
を
訪
問
し
私
た
ち

が
も
っ
て
い
る
知
識
は
ほ
ん
の

一
部
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
広

島
平
和
記
念
資
料
館
や
原
爆

ド
ー
ム
を
見
学
し
た
り
、
平
和

祈
念
式
典
に
参
加
し
た
り
す
る

こ
と
で
平
和
に
対
す
る
気
持
ち

が
変
わ
り
ま
し
た
。
被
爆
か
ら

八
十
年
が
経
ち
被
爆
者
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
今
。
後
世
に
こ

の
歴
史
を
伝
え
て
い
く
の
が
私

た
ち
の
使
命
な
の
で
す
。

①②③④⑤
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発着地を、自宅に指定したい場
合は、利用前に自宅登録の手続
きをお願いします。
■自宅登録（9月12日～）
自宅登録希望の方は、右の二次元コー
ドの「ながの電子申請サービス」より、
お申し込みください。

飯 山 駅

い
い
や
ま

相
乗
り
タ
ク
シ
ー

相乗りタクシーのご利用方法
令和7年（2025 年）

10月15日（水）～
令和 8年（2026 年）

1月31日（土）

運行期間

午前7時～
午後10時

運行時間

飯山市
野沢温泉村
木島平村

運行地域

Bさん降車 Aさん降車

A

Aさん乗車

A

Bさん乗車

A B

相乗りで目的地へ

いいやま相乗りタクシー
目的地一覧

・車両の空き状況により、希望の時間に予約できない
場合があります。
・天候や道路事情でやむを得ず到着が遅れる場合があ
ります。
・往復利用の場合でも行きと帰りはそれぞれ別の運行
となりますので、　買い物などの間車両を待機させる
ことはできません。

はじめに

ご利用の流れ（10月15日～）

配車アプリから、乗降場所、出
発もしくは到着日時、乗車人数
などを指定して、事前予約をし
てください。
※特定市民割引対象者は電話予約も
可能です。（午前８時から午後5
時まで）
■事前予約
利用日の１週間前から
利用前日の午後5時まで
■当日予約
午前８時から利用の１時間前まで

※利用したい時間が午前７時から午前９時の間の場合は、前日
の午後5時までの事前予約が必要です。

① 事前予約

・タクシー料金を基準に、相乗りの場合は「相乗り割引」
として 20～30％の割引が適用されます。
（相乗り組数や距離で割引は異なります）
・高齢者等の「特定市民割引」対象の方は、相乗りなしで
も75％割引、相乗り時は80％割引となります。
※1：一般市民・観光客は、一組1人から5人まで予約可能
※2：特定市民は、一組1人から2人まで予約可能

※ご自身が対象となるかご不安な方は、お気軽にお
問い合わせください。

単独（一組）
※1

割引なし 20～30％割引

相乗り
（二組以上）

一
般
市
民
・
観
光
客 

特
定
市
民
割
引
の
対
象
者

特
定
市
民
割
引 

75％割引

単独（一組）
※2

一般市民 特定市民割引対象者
■「特定市民割引」利用申し込み
広報８月号と一緒にお送りした利用申込
書に必要事項をご記入のうえ、飯山市役
所企画財政課までお申し込みください。
■会員登録・自宅登録（10月1日～）
特定市民割引を受けるには、会員登録（Suica
の登録など）が必要です。市役所職員が対面で
登録のお手伝いをします。会員登録の詳細につ
いては右の二次元コードより、マニュアルをご
確認ください。

※Suicaは東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。

注意事項

いいやま相乗りタクシー
ご利用マニュアル

事
前
予
約

事
前
予
約

　
飯
山
市
内
の
公
共
交

通
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
本
年
10
月
か
ら
新
し

い
公
共
交
通
「
い
い
や
ま

相
乗
り
タ
ク
シ
ー
」
の
実

証
実
験
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
運
行
し
て
い

る
「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」

は
、
実
証
実
験
期
間
中
も

引
き
続
き
運
行
し
ま
す
。

　「
い
い
や
ま
相
乗
り
タ

ク
シ
ー
」
は
、
配
車
ア
プ

リ
ま
た
は
電
話
で
の
事
前

予
約
を
受
け
、
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
送
迎
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
同
じ
方

向
や
時
間
帯
の
予
約
を
調

整
し
、
相
乗
り
で
効
率
的

に
運
行
し
ま
す
。（
相
乗

り
が
な
い
場
合
は
1
組
で

も
対
応
し
ま
す
）

い
い
や
ま
相
乗
り

タ
ク
シ
ー
と
は

利用料金

実
証
実
験

事前予約により配車システムが相乗りを調整

クローズアップ

BB

80％割引

相乗り
（二組以上）

予約した日時に、ご指定の
乗降場所でお待ちください。
※配車アプリで予約した方は、
車両の到着時にアプリにお知
らせが届きます。

※特定市民割引対象者は、登録
した Suica を車内の端末に
タッチすることで、特定市民
割引が適用されます。登録の
Suicaをお持ちでないと特定
市民割引は適用されません。

② 乗車

③ お支払い
目的地に到着後、車内で現金
またはSuica、クレジットカー
ドでお支払いください。

観光客
目的地から目的地までの利用となります。
（例：飯山駅からいいやま湯滝温泉までなど）

会員登録
マニュアル

自宅登録
フォーム

・75歳以上の方　　・18 歳以下の方
・65歳以上で運転免許証を保持していない方
・障害者手帳を保持し、運転免許証を保持していな
い方
・運転免許証を保持しているが、病気などの事情で
運転ができない方 など
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　2050年のカーボンニュートラル達成に向け、身近な地球温暖化対策と防災・減災への取組をご紹介します。皆さ
まのご来場をお待ちしております。

■内容
・住宅よろず相談（省エネ、断熱、耐震、克雪、防災など）
・展示＆相談窓口（太陽光発電、蓄電システム、省エネ機器、
住宅断熱など）
・牛乳パック10枚でトイレットペーパー１つと交換
・親子で楽しむワークショップ「ランタンづくり」（事前申込制）

■日時
9月28日（日）午前10時から午後4時まで

■会場
飯山市文化交流館なちゅら　大ホール、駐車場

・積み木で遊ぼう！＆紙芝居
・親子木工教室
・建設機械でクレーンゲーム体験
・電気自動車、燃料電池車の展示
・地震体験車による地震体験
・免震構造模型の展示
・土砂災害と流域治水のミニ模型
による実演　など

※内容は変更になる場合があります。詳しくは飯山市ホームページを
ご覧ください。

いいやま脱炭素フェア2025を開催します
ゼロカーボン推進課 ゼロカーボン推進係　 ℡ 0269-67-0732

移住定住推進課 住宅係　℡ 0269-67-0740

市営住宅の入居者を募集します

堤下住宅

飯山赤十字
病院

矢落ヶ池
公園

旧城南中学校

■戸数 １戸
■構造 鉄骨造 2階建
■間取 2K
■家賃 11,100～16,600円 /月
■駐車場 有り（無料）
■保証金 70,000円

N

堤下住宅

連帯保証人の要件
・申込者と別生計の方
・収入状況について市長が適当と認める方
・公営住宅に入居していない方ほか

■入居資格 次の全てに該当する方
 ・2人以上の親族で入居する方、または 3カ月以内に婚
姻予定の方（別途条件により、単身でも入居できる場
合あり）

 ・世帯収入が市で定める基準額以下の方
 ・住宅に困窮していることが明らかな方
 ・市税等を滞納していない方
 ・暴力団員でない方
 ・市が定める要件を満たす連帯保証人を設定できる方

■入居可能日 11 月 4日（火）【入居指定日：11月 17日（月）】
■申込方法 申込書および添付書類の提出
 （提出先：市役所２階移住定住推進課住宅係へご持参下

さい《郵送不可》）
■申込期間 9 月 22 日（月）から 10 月 10 日（金）まで（土､ 日、

祝日を除く）
 ※午前 8時 30分から午後 5時 15分まで
■選考方法 申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします
 《抽選日時》10月 21日（火）午前 10時から　【飯山市

役所 4階　第 1委員会室】
　日本版ライドシェアとは、タクシー運転手不足を解消するために、タクシー会社の管理下で一般のドライバーが自家
用車を使って有料で人を運ぶサービスのことです。
　飯山市では、冬季に増加するインバウンド需要に対応可能なタクシー車両台数を確保するため、飯山駅を中心に広
域的な運行が可能な「日本版ライドシェア」の実証実験を行います。

■予約・決済方法
配車アプリから事前予約をしてください。運賃は通常のタクシー
料金を基に計算され、事前に確定します。キャッシュレスが基
本となり、現金は原則利用できません。

■配車エリア（予定）
飯山市、中野市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、栄村

■運行期間（予定）
令和7年（2025年） 12月 1日（月）から
令和8年（2026年） 3月 31日（火）まで

日本版ライドシェアのイメージ

今後詳細な条件が決まり次第、日本版ライドシェアのド
ライバーを募集する予定です。関心がある方がいらっしゃ
いましたら、以下の連絡先までご連絡ください。
飯山市地域公共交通会議事務局
（飯山市役所企画財政課）電話：0269-67-0722

日本版ライドシェアのドライバーになりませんか

タクシー不足の
時間帯、地域、
期間をフォロー

タクシー会社

一般ドライバーが
運転する自家用車

事
前
予
約

運
行
管
理

TAXI

TAXI

よくある質問

日本版ライドシェアの実証実験が始まります

１月末でいいやま相乗りタクシーは一旦終了します。
２月以降はこれまでと同様、路線バスや乗り合いタ
クシーをご利用ください。今後は実証実験の結果を
踏まえて、令和8年度（2026年度）に本格導入で
きるよう、準備を進めてまいります。

A

実証実験後は、いいやま相乗りタクシーは使え
ないのですか？

Q

A

Q スマホを持ってないと相乗りタクシーは利用でき
ないのですか？
通常はスマホの配車アプリでご予約いただきますが、
高齢者など特定市民割引の対象者で、配車アプリが
使えない方は、電話での予約も受け付けます。

A

Q 支払いの際に「飯山市福祉乗り物利用券」は利用
できますか。
「飯山市福祉乗り物利用券」をはじめ、他の割引等を
併用することはできません。

A
Q 目的地からの帰りは家まで送ってもらえますか？

帰りはご登録いただいたご自宅までお送りします。
なお、ご利用の場合は、行きと帰りそれぞれの事前
予約が必要になります。

A

Q 新聞でSuicaカードのセキュリティに問題があった
と報道されていましたが大丈夫でしょうか？
新聞で報道されたセキュリティ問題は、平成29年
（2017年）以前に出荷されたSuicaカードの一部に
問題があったという内容です。Suica はカードのセ
キュリティに加え、システム全体でさまざまなセキュ
リティ対策をしており、今回の実証実験に関しても問
題なくご利用いただけます。詳細は、JR東日本のホー
ムページをご確認ください。

A いいやま相乗りタクシーは観光客も利用できます。
市外にお住まいのご友人がいらっしゃいましたら、ぜ
ひご紹介いただくようお願いします。

Q 観光客も利用できますか？
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８
月
23
日
、
飯
山
市
立
城

北
小
学
校
の
新
校
舎
竣
工
式

を
開
催
し
ま
し
た
。　
　

　

竣
工
式
に
は
、
城
北
小
学

校
建
設
に
携
わ
っ
た
関
係
業

者
や
教
育
関
係
者
の
ほ
か
、

市
議
会
、
区
長
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
関
係
者
約
60
名
が
参

列
。
式
典
に
先
立
ち
、
各
団

体
等
の
代
表
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
挨
拶
で
江
沢
市
長

は
「
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

学
び
と
成
長
を
支
え
る
と
と

も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の

つ
な
が
り
を
一
層
深
め
、
開
か

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

秋
に
備
え
て
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態
や
被
害
防
止
対
策
を
学
ぶ

城
北
小
学
校 

新
校
舎
竣
工
式・内
覧
会
を
開
催

地
域
に
開
か
れ
た
学
び
の
場
へ

市営飯山シャンツェから見える花火

　

８
月
14
日
、
飯
山
商
工
会

議
所
が
主
催
す
る
「
千
曲
川

河
畔
納
涼
花
火
大
会
」
に
合

わ
せ
、
市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

の
無
料
開
放
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
令
和

10
年
（
２
０
２
８
年
）
に
開

催
す
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
会
場
と
し

て
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、

施
設
の
幅
広
い
活
用
を
目
的

と
し
た
研
究
の
一
環
と
し
て
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
営
飯
山
シ
ャ

ン
ツ
ェ
の
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
ゾ
ー

ン
（
施
設
下
部
）
を
、
午
後

７
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

2
時
間
に
わ
た
り
開
放
し
、

約
１
０
０
名
の
来
場
者
が
花

火
を
観
覧
し
ま
し
た
。

　

開
放
さ
れ
た
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
ゾ
ー
ン
内
の
観
覧
場
所
で

は
、
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
花
火

を
見
る
方
な
ど
、
思
い
思
い

に
花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

ツキノワグマ被害防止対策について解説する瀧井さん
　

８
月
30
日
、
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
、
農
学

博
士
で
あ
り
長
野
県
ク
マ
対

策
員
を
務
め
る
瀧
井
暁
子
さ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

信
州
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
研
究
会
）
を
講
師

に
お
迎
え
し
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

に
関
す
る
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
秋
に
増

加
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出

没
に
備
え
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の

生
態
や
正
し
い
被
害
防
止
対

策
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
瀧
井
さ
ん
は
、

「
引
き
寄
せ
な
い
、
滞
在
さ
せ

な
い
、
出
会
わ
な
い
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
「
ク
マ
と
人
と
の
適

切
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が
大

切
。
私
た
ち
の
努
力
で
ク
マ

を
人
里
に
近
付
き
に
く
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
具

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

8
月
6
日
と
7
日
の
2
日

間
、（
公
財
）長
野
県
建
築
士
会
、

飯
山
市
建
設
業
協
会
、
飯
水

岳
北
建
設
労
働
組
合
の
ご
協

力
の
も
と
、
城
南
中
学
校
普
通

教
室
断
熱
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
企
画
さ
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
断
熱
の
重

要
性
や
改
修
の
内
容
に
つ
い
て

広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
城
南
中
学
校
の
生

徒
と
そ
の
保
護
者
、
一
般
参
加

者
を
含
む
約
30
名
が
集
ま
り
、

教
室
の
天
井
裏
と
南
側
の
壁
に

断
熱
材
を
敷
き
詰
め
る
作
業

や
、
内
窓
の
設
置
な
ど
実
践
的

な
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
今
後
、断
熱
化
し
た
教
室
と
、

断
熱
化
し
て
い
な
い
教
室
を
比

較
し
効
果
の
検
証
を
行
う
予
定

で
す
。

天井裏に断熱材を敷き詰める城南中学校の生徒

　
８
月
11
日
、
今
年
で
19
回
目

と
な
る
「
い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ

り
」
を
本
町
商
店
街
周
辺
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
降
雨
の
影
響
に

よ
り
、
飯
山
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、
ダ

ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「IIYA

M
A
 

D
A
N
C
E FES!!

（
イ
イ
ヤ

マ 

ダ
ン
ス 

フ
ェ
ス
）」、
癒
し

の
演
奏
、
い
い
や
ま
ス
ノ
ー
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
一
部
の
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
、
規
模

を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内

本町アーケードに並べられた灯篭

開催セレモニーで行われた飯山高校書道部のパフォーマンス

第
19
回
い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ
り
を
開
催

雨
の
中 

会
場
を
彩
る

に
約
２
０
０
０
個
の
灯
篭
が
並

べ
ら
れ
る
な
ど
、
灯
篭
が
雨
に

濡
れ
な
い
た
め
の
工
夫
も
施
さ

れ
、
会
場
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ

り
の
一
環
と
し
て
、
飯
山
高
校

美
術
部
の
生
徒
が
中
心
と
な

り
、
飯
山
駅
の
空
間
に
飾
り
つ

け
を
行
う「
飯
山
駅
空
間
演
出
」

と
、
高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
、
子

ど
も
館
き
ら
ら
で
も
灯
篭
の
演

出
が
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
て

城
南
中
学
校
普
通
教
室
断
熱
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

施
設
の
幅
広
い
活
用
を

千
曲
川
河
畔
納
涼
花
火
大
会
に
市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
開
放

 

8
月
22
日
、
戸
狩
温
泉
ス

キ
ー
場
で
「
い
い
や
ま
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
集
い
」
と
題
し
、
講
演

会
お
よ
び
観
望
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
長
野
高
専

教
授
で
「
長
野
県
は
宇
宙
県
」

連
絡
協
議
会
代
表
の
大
西
浩

次
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
い
い
や
ま
で
『
こ
の
夏
の
星

を
見
る
』」
を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
西
先

生
は
、
昔
と
今
の
宇
宙
観
の

違
い
や
、
観
光
の
視
点
か
ら

み
た
星
空
観
察
の
魅
力
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
観
望

会
で
は
、
大
西
先
生
に
よ
る

星
空
解
説
を
受
け
な
が
ら
、

参
加
者
は
夏
の
星
空
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、
天
体
望

遠
鏡
に
よ
る
星
の
観
察
も
行

わ
れ
、
普
段
肉
眼
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
星
々
の
姿

を
間
近
で
堪
能
し
ま
し
た
。

夏の星空について語る大西先生

「
い
い
や
ま
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
集
い
」
を
開
催

れ
た
学
校
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
新

校
舎
で
の
学
び
に
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
８
月
28
日
に
は
一
般

市
民
向
け
の
内
覧
会
を
開
催

し
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る

方
々
が
来
校
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
木
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
い
て
、
温
か
み
が

あ
る
」「
ブ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
ラ

ウ
ン
ジ
が
開
放
感
が
あ
っ
て

心
地
良
い
」
な
ど
新
校
舎
に

対
す
る
高
評
価
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

城北小ブックメディアラウンジを内覧する来校者

城北小学校新校舎竣工式のテープカット
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政
相
談
と
は
、
行
政
相
談
委
員
が

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
、
関
係
機
関

と
協
力
し
、
問
題
解
決
や
要
望
の

実
現
を
目
指
す
制
度
で
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
相
談
日
な
ど
詳
し
く
は
、
30
㌻

の
総
合
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

■
作
業
内
容

市
道
の
除
排
雪
作
業
、
お
よ
び

道
路
施
設
等
の
修
繕
作
業
な
ど

■
募
集
人
数

若
干
名

■
応
募
資
格

健
康
に
働
け
る
方（
男
女
不
問
）

■
任
用
期
間

12
月
１
日
㈪
か
ら
翌
年
３
月
末

ま
で

■
必
要
な
免
許
・
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
大
型
特
殊
免
許
及
び
車
両
系

建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
終

了
証
が
あ
れ
ば
尚
可
）

■
応
募
期
間
お
よ
び
提
出
書
類

10
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
お
よ
び
資
格
・

免
許
証
（
写
）
を
道
路
河
川
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
河
川
課 

維
持
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
３
７

雪
か
き
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

■
業
務
内
容

除
雪
困
難
世
帯
の
見
守
り
、
民

間
事
業
者
等
と
の
除
雪
調
整
、

除
排
雪
作
業
ほ
か

■
募
集
人
数

12
名

■
応
募
資
格

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
、
要
普

通
免
許

■
任
用
期
間

12
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で

■
応
募
期
間
お
よ
び
提
出
書
類

10
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
お
よ
び
資
格
・

免
許
証
（
写
）
を
危
機
管
理

防
災
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

心
の
不
安
、
話
し
て
み
ま
せ

ん
か 

こ
こ
ろ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
（
ほ
っ

と
）
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
心
の

健
康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
、
関

係
者
の
み
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

10
月
20
日
㈪

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場
所

飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

う
つ
、
人
間
関
係
の
悩
み
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
、
子
ど
も

や
思
春
期
の
心
の
悩
み
、
医
療

機
関
に
い
け
な
い
、
眠
れ
な
い
、

死
に
た
い
…
な
ど　

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
７

危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
１

保健福祉課 健康増進係 ℡ 0269-67-0727
胸部レントゲン検診間接撮影結核二次検診の日程

実施日 地区 会場名 受付時間

10/16
（木）

秋津 秋津地区活性化センター 9:00 ～  9:50
木島 木島地区活性化センター 10:10 ～ 10:50
瑞穂 瑞穂地区活性化センター 11:10 ～ 11:50　
常盤 常盤地区活性化センター 13:00 ～ 14:00

10/17
（金）

岡山 岡山地区活性化センター 9:00 ～  9:20
太田 太田地区活性化センター 9:40 ～ 10:00
外様 外様地区活性化センター 10:10 ～ 10:30
柳原 柳原地区活性化センター 10:40 ～ 11:10
富倉 富倉地区活性化センター 11:30 ～ 11:40
飯山 飯山市保健センター 13:00 ～ 14:30

　65歳以上の方を対象に結核検診を行います。対象の方には事前に検診票を
送付しますので、ご確認ください。感染症予防のため、発熱・咳等の症状があ
る方は受診をご遠慮ください。

受診料
無料

■
訂
正
箇
所

○
３
㌻
「
被
表
彰
者
な
ら
び
に

功
績
概
要
」
右
列
二
段
目

岩
澤
幹
直
さ
ん
の
読
み
仮
名

正
：
い
わ
さ
わ　
も
と
な
お

誤
：
い
わ
さ
わ　
み
き
な
お

広
報
飯
山
８
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
８

月
15
日
発
行
の
広
報
飯
山
８
月

号
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
被
表
彰
者
な
ら
び
に
関
係

各
位
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。

区
な
ど
に
自
走
式
草
刈
機
を

貸
出
し
ま
す

　
「
協
働
の
い
じ
し
ゅ
う
ぜ
ん
事

業
」
に
お
い
て
、
市
が
所
有
す
る

自
走
式
草
刈
機
を
区
等
へ
貸
出
し

道
路
河
川
課 

維
持
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
３
７

追
悼
平
和
式
典
の
会
場
が
変

更
と
な
り
ま
し
た

　

広
報
飯
山
８
月
号
の
13
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
飯
山
市
戦
没

者
・
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
式
典

の
会
場
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
会
場

保
健
福
祉
課 
社
会
福
祉
係

℡
０
２
６
９-
６
７-
０
７
2
７

小
型
鳥
獣
捕
獲
用

わ
な
講
習
会
を
行
い
ま
す

　

鳥
獣
保
護
管
理
法
や
、
わ
な

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
知
識
を
学

び
、
考
査
に
合
格
す
る
こ
と
で
、

小
型
鳥
獣
捕
獲
の
許
可
を
取
得
で

き
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
１
日
㈬ 

午
前
９
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

■
場
所

市
役
所
４
階
第
３
委
員
会
室

■
対
象

小
型
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
受
け
た
方
で
、
ご
自
身
の
建
物

や
、敷
地
内
に
わ
な
を
設
置
し
て
、

小
型
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
い
方

■
持
ち
物

筆
記
用
具

■
申
込
期
限

９
月
29
日
㈪
ま
で
に
、
森
林
農

地
整
備
課
鳥
獣
対
策
係
ま
で
電

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

森
林
農
地
整
備
課 

鳥
獣
対
策
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
３
４

国
勢
調
査
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
相
談
会

　
国
勢
調
査
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
申
し
込

み
不
要
で
す
。
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

調
査
票
が
入
っ
た
封
筒
一
式
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ

コ
ン
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

■
日
程

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係

℡
０
２
６
９-

６
７-

０
７
２
２

日にち 9：30～ 11：30 14：00～ 16：00

10/1（水） 飯山市公民館（101教室） 秋津地区活性化センター

10/2（木） 木島地区活性化センター 瑞穂地区活性化センター

10/3（金） 常盤地区活性化センター 外様地区活性化センター

10/6（月） 太田地区活性化センター 岡山地区活性化センター

10/7（火） 柳原地区活性化センター 富倉地区活性化センター

不
動
産
の
売
買
・
相
続
な
ど

で
お
悩
み
の
方
へ 

不
動
産
鑑

定
士
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　
売
買
、交
換
、相
続
、借
地
、担
保
、

賃
貸
借
等
に
係
る
不
動
産
評
価
等

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
１
日
㈬

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所

長
野
市
役
所
第
一
庁
舎
５
階

１
５
１
会
議
室

長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

℡
０
２
６-

２
２
５-

５
２
２
８

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

〜
行
政
相
談
に
つ
い
て
〜

　
９
月
１
日
㈪
か
ら
10
月
31
日
㈮

ま
で
は
行
政
相
談
月
間
で
す
。
行

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡
０
２
６
９-

６
２-

２
８
４
０

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
協
働
の
い
じ
し
ゅ
う
ぜ
ん
事
業

区
と
市
が
協
働
で「
お
て
ん
ま
」

と
い
わ
れ
て
い
る
集
落
維
持
整
備

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
活
動

を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
、
公
共

施
設
を
維
持
修
繕
す
る
も
の

■
使
用
場
所

「
協
働
の
い
じ
し
ゅ
う
ぜ
ん
事

業
」
の
作
業
範
囲

■
貸
出
費
用

無
料

■
貸
出
期
間

雨
天
に
弱
い
た
め
基
本
１
日

（
土
日
等
は
要
相
談
）

■
貸
出
方
法

原
則
先
着
申
込
順
（
事
前
に
担

当
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
貸
出
機
械

①
ラ
ジ
コ
ン
式
草
刈
機（
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ
モ
ア
）

②
自
走
斜
面
草
刈
機
（
ロ
ー
タ
リ

式
フ
リ
ー
ナ
イ
フ
）

　
（
変
更
後
）
飯
山
市
戸
狩
農
林

　
漁
業
体
験
実
習
館（
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
）

　
（
変
更
前
）
飯
山
市
文
化
交
流
館
な

　
ち
ゅ
ら

広
告
コ
ー
ナ
ー

広
告
コ
ー
ナ
ー

Informationお知らせ
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「
特
殊
詐
欺
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！
」

「
電
話
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
そ
れ
は
詐

欺
で
す
！
」
と
い
う
注
意
喚
起
は
以
前
か

ら
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は

こ
の
よ
う
な
注
意
喚
起
に
慣
れ
て
し
ま
い

「
も
う
聞
き
飽
き
た
」
と
感
じ
た
り
、「
だ

ま
さ
れ
る
人
は
い
る
の
？
」
と
ど
こ
か
自

分
に
は
関
係
な
い
こ
と
と
感
じ
た
り
し
て

い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
詐
欺
の
被
害
は
依
然
と
し
て
発

生
し
続
け
て
い
ま
す
。
長
野
県
内
で
は
令

和
６
年（
２
０
２
４
年
）中
の
「
電
話
で
お

金
詐
欺
」
の
被
害
が
約
９
億
５
千
万
円
に

上
り
ま
し
た
。
令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）

は
こ
れ
を
さ
ら
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
発
生

し
て
お
り
、
飯
山
警
察
署
管
内
で
も
複

数
件
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　先月、日中友好交流都市中学生卓球交歓大会が北京で
開催され、私は飯山市―深圳市福田区合同チームの通訳
として参加しました。私の国籍はカナダですが、香港で17
年間生活しましたので、友好都市である深圳市福田区との
連絡仲介役や、中国文化を説明するガイドもこれまでして
きました。異文化交流で最初にしたことは、深圳市福田区
向けのプレゼント選びでした。中国では、プレゼントとし
て送ってはいけないものがいくつかあります。代表的なの
は時計です。時計の中国語は「鐘（ジョン）」、終わりを意
味する「終」と同じ発音です。時計を贈ることは、「送鐘」
→「送終（死者を見送る）」と大変不吉です。他には扇子、

靴などがあります（不吉な言葉と同じ発音）。
　選手向けのプレゼントは赤いものをおすすめしました。
中国では、赤はとても縁起が良い色で、お祝いの場面で
よく使われています。例えば、中国の新年「春節」の時
に赤い服を着る伝統があります。今回の卓球大会ですと、
赤いものを贈る時に「開門紅（カイメンホン）」という言
葉が使えます。「開門紅」は中国語で「幸先の良いスター
ト」という意味があります。
　日本では、縁起が良いものと贈らない方が良いものは
何でしょうか？

特別編：贈り物をする時の異文化交流

二次元コードで
インスタグラム
をチェック！

飯山市―深圳市福田区チーム団体写真（グロリア：２列目左）

　食塩の摂りすぎは、心筋梗塞や脳卒中の原因となる高
血圧のほか、腎臓病や胃がんなどのリスクを高めます。
飯山市民の平均的な1日当たりの食塩摂取量は、男性
12.4g、女性9.9gで、男女ともに目標量（男性7.5g未満、
女性6.5g未満）を大幅に上回り、摂りすぎている状況です。
健康を守るために、自身ができる方法で減塩生活をスター
トさせましょう。

●無理なくできる減塩のコツ
・食品に含まれる塩分量を知る。
・減塩調味料や減塩食品を利用する。
・麺類の汁は全部飲まない。
・汁物は野菜たっぷりにして、汁を少なくする。
・漬物や汁物を、1食果物に替えてみる。

〈当たるとスッキリ！ クイズコーナー〉
Q. 体内の余分な塩分を減らすことができるのは
どっちでしょう。

  ① 水やお茶を飲む　  
  ② 野菜や果物を食べる
A. 答えは 30㌻をご覧ください。

無理なくできる減塩のコツ
保健福祉課 健康増進係  ℡ 0269-67-0727（課代表）

安心安全　　 消費生活

その警察官、本物ですか？
飯山市消費生活センター（市民環境課生活環境係内）

℡0269-67-0726（課代表）

消費者ホットライン　℡ 188

　

ご
自
身
、
ご
家
族
の
財
産
を
詐
欺
被

害
か
ら
守
る
た
め
に
何
よ
り
大
切
な
こ

と
は
、
詐
欺
被
害
は
他
人
事
で
は
な
く
、

い
つ
自
分
の
身
を
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら

な
い
も
の
だ
と
認
識
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
詐
欺
の
手
口
を
知
り
、
備
え
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

最
近
急
増
し
て
い
る
手
口
は
、
警
察
官

を
名
乗
る
者
が
携
帯
電
話
に
電
話
を
か

け
て
き
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
ビ
デ
オ
通

話
に
誘
導
し
た
上
で
「
あ
な
た
の
口
座
が

詐
欺
に
使
わ
れ
て
い
る
」「
逮
捕
状
が
出

て
い
る
」
な
ど
と
言
い
金
銭
を
要
求
す
る

も
の
で
す
。
ビ
デ
オ
通
話
で
は
警
察
官

の
格
好
を
し
た
者
が
警
察
手
帳
や
逮
捕

状
ら
し
き
も
の
を
見
せ
る
こ
と
で
本
物
の

警
察
官
だ
と
信
じ
込
ま
せ
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
し
た
り
「
身
体
検
査
を
す
る
」

な
ど
と
言
っ
て
裸
に
な
る
よ
う
に
要
求
し

た
り
し
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ら
し
い
理
由

を
付
け
て
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と

し
ま
す
。

警
察
官
を
名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
っ

て
も
簡
単
に
は
信
用
せ
ず
、
落
ち
着
い

て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
心
配
な
時
は
電
話

を
切
っ
た
上
で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か

飯
山
警
察
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。▲本物の警察官は

　ビデオ通話に誘導
　しません

よく食べる食品に含まれる食塩量

野沢菜漬け (30g）
0.7 ｇ

塩鮭（甘口）
1.4 ｇ

カップラーメン
6.2 ｇ

ちくわ（大）1.1 ｇ 梅干し（1/2 個）1ｇ

Ｅ (エ ) ネルギッシュに
Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
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常盤地区　今清水 達洋 さん

飯山の魅力を
おにぎりで発信

米農家の挑戦！キッチンカー「てんてこまい」

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

は
こ
ち
ら
←

常
盤
地
区
に
お
住
い
の
今
清
水
さ

ん
は
、
短
大
卒
業
後
に
家
業
で

あ
る
米
農
家
を
継
ぎ
、
現
在
は
家
族
と

と
も
に
営
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
3
月
か

ら
は
、
地
元
の
お
米
の
お
い
し
さ
を
広
め

る
た
め
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
て
ん
て
こ
ま

い
」
を
始
動
し
、
自
身
が
育
て
た
お
米
を

使
用
し
た
お
に
ぎ
り
や
、
汁
物
を
販
売

し
て
、飯
山
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は

「
飯
山
は
米
ど
こ
ろ
な
の
に
、
お

に
ぎ
り
屋
さ
ん
な
ど
の
お
米
を
手
軽
に

味
わ
え
る
場
所
が
少
な
い
」
と
い
う
気
づ

き
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
自
分

の
お
米
を
販
売
し
た
い
」「
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
た
い
」
と
の
思
い
も
そ
の
背
景

に
あ
り
ま
す
。

遊
び
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
仕
事
に

一
生
懸
命
な
姿
勢
が
魅
力
の
今
清

水
さ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
趣
味
の
釣
り
、
ゴ
ル

フ
な
ど
を
通
じ
て
広
が
っ
た
人
々
と
の
繋

が
り
が
、
販
売
活
動
や
新
た
な
機
会
に

結
び
つ
い
て
お
り
「
仕
事
も
遊
び
も
て
ん

て
こ
舞
い
で
す
！
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

米
農
家
の
仕
事
は
、
こ
れ
か
ら
繁

忙
期
を
迎
え
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

の
参
加
が
難
し
い
時
期
で
す
が
、
農
業
の

落
ち
着
く
冬
に
は
、
近
隣
の
ス
キ
ー
場
や

地
元
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。今
清
水
さ
ん
は「
て

ん
て
こ
ま
い
を
通
じ
て
、
飯
山
の
魅
力
を

発
信
し
、地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。


